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１．検討会の趣旨、対象とする区間等について

１．（１）検討会の趣旨

○大蔵海岸事故発生後、東播海岸全般に関して、養浜材料の変更、吸出防止シート
の設置など必要な改良工事を実施するとともに、陸上・船上からの巡視や明石市と
の合同巡視等の一定の管理を実施してきたところ

○対策工事完了後に実施してきた東播海岸の管理（巡視を含む）について、これまで
の実施状況を検証するとともに、護岸、突堤、養浜といった施設や利用上の違いな
どを踏まえた管理のあり方など、今後の東播海岸の管理のあり方、具体の管理手
法（巡視方法等）について、学識経験者、関係行政機関と検討を行い、提言をとりま
とめる

１．（２）検討会スケジュール（案）

第１回 ： 東播海岸事業の概要、これまでの管理の報告
第２回 ： これまでの管理についての分析
第３回 ： 今後の東播海岸の管理のあり方について（骨子）
第４回 ： 今後の東播海岸の管理のあり方について（素案）
第５回 ： 今後の東播海岸の管理のあり方について（とりまとめ）

＊審議の状況によっては上記のとおりとならない場合もあります。
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播磨町

明石市 神戸市

第二神明道路
播磨町役場 ＪＲ魚住

ＪＲ西明石

明石市役所

ＪＲ垂水

対 象 区 間 ： 東 播 海 岸

播磨工区
（養浜1～5を含む)

直轄延長3,596m

明石西部工区
（養浜6～21を含む)

直轄延長5,858m

明石東部工区
（大蔵海岸を含む)

直轄延長3,231m

垂水工区
（ｱｼﾞｭｰﾙ舞子を含む)
直轄延長6,161m

東播磨港

江井島港

藤江・松江漁港

舞子漁港

垂水漁港

塩屋漁港

魚住漁港

林崎漁港
明石港

１．（３）検討の対象とする区間

○東播海岸の全域を検討の対象
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１．（４）検討の対象とするもの

○巡視による点検（構造物等の変状や、土地形状、ゴミの投棄、占用等の状況
点検。修繕を含む。）を検討の対象

○検討の対象 → 巡視による管理

・巡視による護岸、突堤、養浜等の構造物等の変状点検（修繕含む）
・巡視による土地の形状変更、ゴミの投棄、占用物件の状況点検など

＊①護岸等の新設・改良工事そのもの（工事の施工など）や、②巡視以外の管理（許認
可等）などは、対象外

１．（５）検討の対象とする期間

○養浜材料の変更など一定の改良・対策工事が完了した平成１７年以降を対象
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昭和昭和5757年以降は、高潮対策に優れた効果を年以降は、高潮対策に優れた効果を
有し、海洋性レクリエーションへの活用や有し、海洋性レクリエーションへの活用や
多様な生態系など環境面に配慮するため、多様な生態系など環境面に配慮するため、
護岸のみによる「線整備」から護岸と養浜護岸のみによる「線整備」から護岸と養浜
を組み合わせた「面整備」へ転換を図りまを組み合わせた「面整備」へ転換を図りま
した。した。
養浜整備の結果、昭和養浜整備の結果、昭和6161年度以降アカウミガメ年度以降アカウミガメ

が上陸、産卵するようになり、平成８年度からが上陸、産卵するようになり、平成８年度から
「エコ・コースト事業」として自然環境に配慮した「エコ・コースト事業」として自然環境に配慮した
人工海浜整備を進めています。人工海浜整備を進めています。

アジュール舞子、大蔵海岸で
は、海岸保全対策とあわせて、
公園、道路(街路)、下水道、
治水等公共事業と民間が行う
施設整備を一体的に行い、新
しい親水空間を創造していま
す。

護 岸 整 備

養 浜 整 備

CCZ等利用整備

大蔵海岸

アジュール舞子

S36~

S57~
H5
~H10

２．東播海岸事業の概要について

２．（１）東播海岸事業概要

海岸侵食や台風等による高
潮災害から背後地を防護す

るため、護岸整備を開始。

S36~
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２．東播海岸事業の概要について

２．（２）東播海岸事業の主な施設

大久保海岸

【 護岸 】

大久保海岸（谷八木地区）

舞子海岸（西舞子地区）

【 離岸堤 】

【 養浜 】

【 突堤 】

大久保海岸（谷八木地区）

大久保海岸（谷八木地区）
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播磨工区

播磨工区

護岸
離岸堤
突堤
養浜

凡例

いきいき・海の子・浜づくり事業

海岸保全施設 施工延長
護岸 3,6km

離岸堤 3基
突堤 4基
養浜 1.0km

江井ヶ島漁港東播磨港

古宮漁港

２．東播海岸事業の概要について

２．（３）これまで実施してきた東播海岸事業 【播磨工区】
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護岸
離岸堤
突堤
養浜

凡例

明石西部工区

エココースト事業

海岸保全施設 施工延長
護岸 5.7km

離岸堤 11基
突堤 31基
養浜 4.6km

江井ヶ島漁港

林崎漁港

２．東播海岸事業の概要について

２．（３）これまで実施してきた東播海岸事業 【明石西部工区】

江井ヶ島波高計

江井ヶ島風向風速計
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林崎漁港

明石港

大蔵海岸

明石市役所

明
石
海
峡
大
橋

明石東部工区

護岸
離岸堤
突堤
養浜

凡例

海岸保全施設 施工延長
護岸 2.6km

離岸堤 3基
突堤 0基
養浜 0.4km

２．東播海岸事業の概要について

２．（３）これまで実施してきた東播海岸事業 【明石東部工区】

CCZ事業（明石市）

明
石
川
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アジュール舞子 垂水漁港

明
石
海
峡
大
橋

垂水工区

護岸
離岸堤
突堤
養浜

凡例

塩屋漁港

海岸保全施設 施工延長
護岸 4.8km

離岸堤 8基
突堤 15基
養浜 0.3km

２．東播海岸事業の概要について

２．（３）これまで実施してきた東播海岸事業 【垂水工区】

海岸保全施設 施工延長
護岸 4.8km

離岸堤 8基
突堤 0基
養浜 0.3km

CCZ事業（神戸市）
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３．東播海岸の管理の状況

３．（１）管理の状況について

◎巡視

¶ 巡視 → 護岸等の構造物(占用公園の護岸等を含む)目視、船上巡視、養浜部(鉄筋突き)
巡視 （＊占用公園は公園管理者が別途管理）

◎点検

¶ 門扉保守点検 → 門扉の設備点検（年点検、月点検）
¶ 計測機器保守点検 → 風向・風速計、波高計、潮位計の保守点検

（毎月、年点検２回）
¶ 無線機器保守点検 → 波高計の無線機器の点検（年２回）

◎観測データ収集、調査・測量等

¶ 風向・風速、波高・波向、潮位等データ計測
→ 波浪特性等、海象データ収集整理

¶ 深浅測量 → 海岸の形状の測量（汀線や深浅等）
¶ 航空写真調査 → 海岸の形状の調査（汀線、護岸や養浜状況等）

◎補修

¶ 補修 → 巡視時等の構造物等の変状について補修工事の実施

＊地震・台風時等の危機管理は除いている
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３．（２）管理の状況について（巡視）①

【 巡 視 内 容 】 ▽構造物等、土地形状、環境(海域、流木堆積等)、占用等の変状等の点検

▽応急措置（バリケード設置等）、ゴミ撤去等の実施
▽経過観測の実施等

①護岸等の目視

○護岸等１９区間
(約１２ｋｍ)

○月１回以上
（１日１区間程度）

○目視等で護岸等の変状を
点検し、又は経過観測等

②養浜の鉄筋突き ○養浜２７区間
(約５．５ｋｍ)

○平日隔日
(１日１４区間程度)

○構造物周辺を突き、変状を
点検

＊土日は全27養浜を目視(鉄筋
携行)

【 具体の巡視 】

○①、②に併せて実施

○上記と同じ

○目視等により状況を点検
し、撤去などを実施

③ゴミ等の対策 ④船上からの目視

○全区域
（約１８ｋｍ）

○週１回
（全区域）

○船上から離岸堤やｹｰｿﾝ下
などを目視で変状点検

凡例
○巡視区域
○頻度
○方法等
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播磨町
明石市 神戸市

第二神明道路
播磨町役場 ＪＲ魚住

ＪＲ西明石

明石市役所

ＪＲ垂水

播磨工区 明石西部工区 明石東部工区 垂水工区

３．（２）管理の状況について（巡視）②

○ある１週間の巡視経路・・・１週間で、養浜部は４～５回、護岸等部は０～１回巡視
（「０回の護岸等の区間」は、翌週以降に順次巡視している）

○区間を２分割し、平日、隔日巡視している養浜部
（４～５重線部）

＊土日は全養浜を目視
＊白線部は翌週以降に巡視する護岸等の区間

○この週に巡視した護岸等の区間

養 浜 部

月曜・・・
火曜・・・
水曜・・・
木曜・・・
金曜・・・
土曜、日曜・・・

＊白線部は、別の週に巡視する護岸等区間

海上巡視

(土、日は全養浜を目視)

曜日ごとの巡視経路

＊「ｱｼﾞｭｰﾙ舞子」は、上記の巡視以外に、
・公園管理者（神戸市）が、毎日目視巡視
を行っている。

＊「大蔵海岸」は、上記の巡視以外に、
・公園管理者（明石市）が毎日目視（週１回は
鉄筋突き）巡視と、週末等の夜間巡回警備等

・同じく、年3回（4,7,12月)施設一斉点検
・国、明石市が合同で３ヶ月に１回、鉄筋突き
巡視と護岸等の目視

を行っている。
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３．（２）管理の状況について（巡視）③

○ある日の巡視日誌・・・養浜部１５区間と、養浜区間以外の２区間を巡視
「タイヤの投棄確認、養浜７の鉄筋突き異常無し」等の結果

「護岸のクラック補
修箇所でモルタル
剥離と浮きを確
認」との報告

巡視報告の内容に応じ、担当者が
即日、施工業者に再補修を指示

巡視項目
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３．（２）管理の状況について（巡視）④

○ある日の巡視日誌（前頁の続き）・・・・・巡視写真のとりまとめ
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３．（３）管理の状況について（点検）

陸上点検 水中点検

計測機器保守点検

波高、潮位計測装置

無線機器保守点検

テレメータ装置

ブイ内点検 無線中継所点検

門扉保守点検

門扉動作確認 開閉装置潤滑油交換

【年点検】動作確認による細部の計測や整備

○振動や異常音の確認
○安全装置や保護装置の動作確認
○予防保全整備（潤滑油交換）

【月点検】目視等による状態確認

○戸当りへの堆積土砂撤去
○計器の表示確認
○給油脂・潤滑状況の確認

戸当り堆積土砂撤去 補助ローラ給油
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0

1

2

3

4

5

6

7

8
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-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

風

速

風
向

潮

位

（T.P.m）

（m/s）

３．（４）管理の状況について（調査・測量等）

海象データ計測（風速、波高、潮位等）

深浅測量（海岸横断の直接測量）

航空写真調査

例）風速・風向・潮位データ海象観測装置（波高等）

測線の横断重ね図 16



①平成２０・２１年度巡視報告件数について

３．（５）管理状況の整理

巡視異常報告は、平成２０年度６０３

件、平成２１年度５２９件と日当たり１～
２件であり、その大半（７～８割）を不法
占用や不法投棄やゴミ等などのマナー
的な問題の報告がしめている。

平成２０年度巡視報告６０３件の内容

46
8%

379
62%

178
30%

①不法占用

②投棄・ゴミ等のマナー

③海岸構造物等損傷

平成２１年度巡視報告５２９件の内容

70
13%

350
66%

109
21% ①不法占用

②投棄・ゴミ等のマナー

③海岸構造物等損傷

年間巡視日数 ３６５日

年間巡視日数 ３６５日の合計が利用者のマナー的案件

①不法占用
不法工作物・不法構造物・係留船舶・看板・ホームレス等の荷物・
動物の住処の箱・土木建築資材・ワカメ干し用の工作物など

②投棄・ゴミ等のマナー
不法投棄物（自転車・バイク・タイヤ・バーベキュー道具・土木建築
資材・ゴミ・家電）・野焼き・たき火・花火跡・バーベキュー跡・生活ゴ
ミ・花火残骸・剪定ゴミ・海浜植物抜根・死骸・ ゴルフ・海岸車両乗り
入れなどへの口頭注意・らくがき・養浜へのいたずら（石積み上げ・
養浜砂堀おこし）など

③海岸構造物等損傷
突堤被覆石乱れ・離岸堤消波ブロック損傷・ケーソン損傷・護岸擁
壁損傷・集水桝側溝管路損傷・減圧蓋損傷・階段手摺り柵損傷・路
面段差・車止め損傷・啓発看板損傷・側溝集水桝草土砂堆積・仮設
フェンス損傷・養浜鉄筋挿入など

平成２０年度 巡視報告 内訳

平成２１年度 巡視報告 内訳

６０３件

５２９件

４６件

３７９件

件

７０件

３５０件

件

８％

６２％

６６％

１３％
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工区別巡視報告件数（年平均　㎞当たり）

0

10

20

30

40

50

60

70

播磨工区 明石西部工区 明石東部工区 垂水工区

（件/㎞/年）

①不法占用 ②投棄・ゴミ等のマナー ③海岸構造物等破損

②平成２０・２１年度工区別巡視報告件数について

・ 平成２０・２１年度にかけ海岸構造
物等の補修工事を行い、巡視報告
件数は、全工区ともに減少している。

・ 人工養浜が多い明石西部工区・播
磨工区は、その大半は、不法投棄・
ゴミ・不法占用等などのマナー的な
問題の巡視異常報告がしめている。

・ 明石東部工区と播磨工区では、構
造物等破損の報告件数は他工区よ
り少ない。

３．（５）管理状況の整理

1.5

3.1

23.6

2.8

1.2
2.8

8.6
6.4 0.8

12.0

109178350379704618,846合計

8147067923,596播磨工区

469522127452355,858
明石西部
工区

315108263,231
明石東部
工区

52544930736,161垂水工区

H21H20H21H20H21H20延長(km)工区名

③海岸構造
物等破損

(件数)

②投棄・ゴミ
等のマナー

(件数)

①不法占用
(件数）

【 86.9% 】 【 80.5% 】 【 58.8% 】 【 45.0% 】【 ①＋②% 】

前年比 -39%

19.0

42.2

7.4

61.6

6.8

15.8

工 区 別

合計件数
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③海岸構造物等損傷内訳（年平均）

79%

9%

11% 1%

構造物損傷

側溝等草土砂堆積

仮設フェンス損傷

養浜鉄筋貫入

③平成２０・２１年度海岸構造物等損傷について

• 海岸構造物等損傷には、側溝等草
土砂堆積（９％）や仮設フェンス損傷
（１１％）、養浜鉄筋貫入（１％）が合計
２１％ある。

• 仮設フェンスの損傷や側溝等の土砂
堆積などの異常があれば、順次対応
をおこなっている。

• 平成２０・２１年度に養浜にて鉄筋貫
入した件数は３件あり、既に補修対応
している。

３．（５）管理状況の整理

28733125228合計

113016106継続監視

17433019122補修済

計
養浜
鉄筋
貫入

仮設
フェ
ンス
損傷

側溝
等草
土砂
堆積

構造
物損
傷

平成
20・21
年度

12.5件/年

15.5件/年

114.0件/年

1.5件/年

144件/年

143.5287109178
合計

1.5312養浜鉄筋貫入

15.5311417仮設フェンス損傷

12.525421側溝等草土砂堆積

114.022890138構造物損傷

平均合計H21H20
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③平成20・21年度 海岸構造物損傷内訳

20%

20%

16%

11%

8%

6%

5%
4%

4%4%2%

減圧蓋

護岸・擁壁

集水桝・側溝・管路

階段・手摺・柵

占用物件

看板

路面段差

車止め

離岸堤

ケーソン

突堤

④構造物損傷内訳について

• 構造物損傷報告は、
多種多様である。

• 補修を急ぐものは既に
補修済みであり、損傷が
軽微なものについては、
継続監視を実施している。

３．（５）管理状況の整理

228489101113182636４５４８合計

10628919412925２７０継続監視

12220092961711１８４８補修済

計突堤
ケー
ソン

離岸
堤

車止
め

路面
段差

看板
占用
物件

階段
・

手摺
・
柵

集水桝
・

側溝
・

管路

護岸
・

擁壁

減圧
蓋

平成
20・21

年度

4件
9件

8件

45件

36件

48件

26件

11件

10件

13件

18件

２２８件

20%
8%

4%

③平成20・21年度 構造物損傷内訳

20



⑤まとめ

• 東播海岸の巡視異常報告は日１～２件（平均約１．５件）である。

• 報告件数は、平成２０年度６０３件から平成２１年度５２９件と１２％減少している。

• その報告数の大半（７～８割）は、不法投棄等のマナー的な問題の報告がしめ
ている。

• また海岸構造物等損傷の報告は、平成２０年度１７８件から平成２１年度１０９件
に３９％減少している。これは補修工事対応を行ってきた現れである。

• 垂水工区は構造物損傷等の報告割合が５５％と他工区より多い。人工養浜が
少なく、ケーソンや離岸堤・消波ブロックが多いため。

• 明石西部工区、播磨工区は、大半がマナー的な問題の報告となっている。

３．（５）管理状況の整理
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①護岸・擁壁

３．（６）具体の対処事例

明石市谷八木付近

明石市谷八木付近

• 老朽化した護岸や擁壁にクラック（ひび割れ）があるとの巡視報告を受
け、補修を実施した。

クラック（ひび割れ）
のコーキング

（隙間充填）補修
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３．（６）具体の対処事例

②減圧蓋

• ケーソンの減圧孔蓋が波浪等の影響で損傷しているのを巡視時に確
認し、応急措置を実施、その後補修（新規再設置）した。

神戸市舞子付近

応急処置

新規再設置
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③集水桝・側溝

３．（６）具体の対処事例

• 越波排水用の側溝に草や土砂が堆積しているとの巡視報告を受け、側
溝清掃等を行った。

明石市江井ヶ島付近

明石市松江付近

落ち葉の
除去

側溝清掃
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④管路

３．（６）具体の対処事例

• 樋管延長上で窪み１．４m×１．０m（深さ１８cm）を巡視により発見。
鉄筋が１．２m貫入した。

• ヒューム管継ぎ目から砂が吸い出しを受けたと考えられ、排水管の継ぎ
目を補強し、砕石敷設と防砂シートを設置した。

明石市藤江付近

原因調査

継ぎ目補強 砕石敷設 防砂シート敷設 完 了
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⑤階段・手摺・柵

３．（６）具体の対処事例

• 養浜に降りる階段の手摺りが波浪等の影響で損傷しているとの巡視報告
により、階段手摺りを（新規再設置）補修した。

神戸市垂水付近

• 転落防止柵が損傷しているのを巡視により発見、応急措置を実施、その
後、転落防止柵を補修した。

新規再設置

新規再設置
応急処置

神戸市舞子付近
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⑥不法投棄物・漂着物

• 廃材、古タイヤ、乗り捨てられた自転車等の不法投棄物や、バーベ
キュー・花火等のゴミ、漂着物等が巡視時に発見されている。

• 軽微な物等は、巡視時にゴミステーション等へ投棄し、散乱し危険なもの
等は護岸脇に移動するなどの仮処置を行い、一定期間後、撤去している。

３．（６）具体の対処事例

明石市江井ヶ島付近 明石市林崎付近

明石市松江付近 明石市松江付近

明石市江井ヶ島付近

ゴミステーション漂着物（流木）
の移動
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⑦突堤

３．（６）具体の対処事例

• 波浪の影響を直接うける突堤では、大型台風時など石積が乱れたりする。台風通
過前後の巡視などは構造物に損傷がないかを重点に巡視を行っており、異常があれ
ば修繕工事で補修している。

明石市藤江付近

明石市江井ヶ島付近

石積の乱れ

補修完了
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